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安全－資料３－４  

高性能林業機械にかかる保安基準の見直し等について 

 

● 経緯 

○規制改革実施計画（令和 4年 6月 7日閣議決定）において、ホイール型林

業機械の導入促進のため、国土交通省は、 

①新たなカテゴリーの設定を含めた道路運送車両法体系における当該林業

機械の位置付け等について検討する 

②灯火器等の着脱、車両の高さや重量、輸送物などの当該林業機械の特性

を踏まえつつ、公道走行を実現するための保安基準等の見直しを行う 

とされた。 

 

● 改正概要 

①令和４年度「高性能林業機械の導入促進に向けた調査事業 報告書」

（林野庁）において、ホイール型林業機械は、寸法や重量が大きく、ま

た、欧州における産業機器・車両全般の公道走行時の事故の原因とし

て、視界不良や整備不良が挙げられていること等を踏まえ、ホイール型

林業機械は、引き続き、大型特殊自動車として取り扱うこととする。 

②ホイール型に限らず、林業機械が該当し得る大型特殊自動車及び小型特

殊自動車に備える灯火器及び後写鏡にあっては、公道走行における安全

性を確保しつつ、林野作業に対応できるよう、運行時に取付けが必要で

ある旨を運転者が運転者席において容易に識別できるように表示するこ

と等を条件として、脱着式とすることができるものとする。 

 

● 改正時期（予定）： 2025年 6月 

 

（参考）令和４年度「⾼性能林業機械の導⼊促進に向けた調査事業 報告書」（林野庁）（抜粋） 

 


